
 
 
 

  

 

 

 

公立高校入試 を前にして･･･ 

準備万端で来週火曜日をむかえよう！ 
昨日、公立高校の最終倍率が発表され、いよいよ入学試験を直前にむかえることとなりました。来週

の月曜日に、受検校別の打ち合わせ会が行われます。集合時間、担当の先生やチェックの場所、持ち物

などしっかりと確認し、見通しを持って火曜日の入学試験本番を迎えましょう。 

３月１０日（月）の予定 
１限 月曜１限普通授業 

２限 月曜２限普通授業 

３限 １０：３５～１０：５０ 学年集会 校長先生より激励の言葉をいただきます 

４限 １１：００～１１：２５ 受検校別打ち合わせ 

  受検上の注意 下見について その他 

給食 １１：３０～１２：１５ 給食と後片づけ 

帰りHR １２：２０～１２：３０ 担任の先生からの激励の言葉 

 １２：３０～１２：４０ 下校（下見の生徒はそのまま出発してもいいです） 

※不明の点は、必ず先生に確認すること。「・・・だろう」と勝手に判断することは非常に危険です。 

身だしなみについて～受検前日にも確認しましょう～ 
当たり前のことを完璧に整えること！ 

 当日は、私立高校の受験以上に他校生はきちんとして来ています。「自分は大丈夫なのかな？」と不安

に思いながら試験を受けると力を十分に発揮できません。再度、確認しましょう。 
【男子】 【女子】 
□ 上着（ボタン等） □ 上着 
□ ズボン □ スカート 
□ ベルト □ ネクタイ 
□ 名札 □ 名札 
□ 制服の下に着るもの □ 制服の下に着るもの 
□ 靴下 □ 靴下 
□ 頭髪 □ 頭髪・ゴム・ヘアピン 
□ 爪 □ 爪 
□ 外履き □ 外履き 

持ち物について～受検前日にも確認しましょう～ 
□ 受検票 汚したり曲げたりしない。ビニールケースなどに入れておくとよい。受検番号は覚えておく。 

□ 鉛筆 ＨＢかＢの鉛筆を１０本程度を用意する。予備として、シャープペンシルも用意する。 

□ 鉛筆削り 携帯できるものを持って行く。 

□ 消しゴム ２個用意する。 

□ 作図用具 定規、コンパスを用意する。 

□ 下敷き（原則持込禁止） 派手な色や模様、英文字の等の無いもの。（机の状態で持ち込む場合は監督の先生の許可を得る） 

□ 腕時計【必需品】 電卓付、辞書機能、アラーム機能付きは禁止。高校では原則教室には時計はありません。 

□ 内履き 学校で履いているもの。壊れていないもの。 

□ 外履き入れ袋 出し入れしやすく、外履きがぬれていても大丈夫なもの。 

□ 黒かばん 目印用のキーホルダーやマスコットなどは１つだけつけておいて、あとは取り外す。 

□ ハンカチ・ティッシュ 派手な色や模様、匂いなどが無い普通のもの。 

□ マスク（面接時はずす） 出来る限り、不織布のマスクを付けて行くように。予備のマスクも数枚持参していく。 

□ 交通費・電話代 万が一を考えて多めに持っていく。 

□ 参考書等 使い慣れた物。 

□ 面接ノート 必ず全ての項目に記入し、何度も声に出し練習する。 

□ かえの靴下 雨や雪等で靴下がぬれた場合のため。 

□ 筆箱・ペンケース プリクラなど、不要物になるものは貼らない。入れない。 

□ その他 期日指定切符（２日分）、カイロ（靴下に貼るカイロ）、眼鏡、常備薬、タオルなど各自判断する。 
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月曜の午後からは「下見」が予定されています！ 

当日、落ち着いて会場へ向かえるようにするために 
月曜日の午後からは、各高校「下見」を実施しています。これは、受検生たちが受検当日の朝、落ち

着いて会場に向かうことができるように、事前に会場までの交通機関などの行き方、さらに玄関の位置

や当日朝の集合場所などの確認をしておくためのものです。受検は一発勝負です。何が起こるかわかり

ません。「ここからなら歩いて何分で着けるから･･･」などわかっているだけでも、当日の朝、落ち着い

て行動することができます。必ず行きましょう。 

下見の時も、受検の一部です。身だしなみや態度をしっかりと意識して行動しましょう！！ 
高校名 下見時間 高校名 下見時間 

金沢泉丘 １３：３０～１５：００ 金沢北陵 なし 

金沢ニ水 １３：００～１５：００ 津幡 １３：３０～１５：００ 

金沢伏見 １３：００～１５：００ 羽咋 なし 

金沢商業 なし 羽咋工業 １３：３０～１５：００ 

県立工業 なし 宝達 なし 

金沢桜丘 １４：００～１６：００ 市立工業 １４：００～１６：００ 

金沢西 １４：００～１６：００   

 

土、日曜日は、今まで通りに勉強しよう！ 

風邪気味の人は、体調管理をしっかりとしておくこと！！  
いよいよ公立入試を迎えます。ここまでくると「あれもしなくては･･･これもしなくては･･･」と焦り

ばかりが先行するものです。しかし、今からできることには限界があります。これまでやってきたこと

を振り返り、自信を持って生活しましょう。家庭学習についても、今までの土、日曜日の学習を継続す

ればよいでしょう。無理をして徹夜をしたりすると、かえって体調を崩すことになりかねません。 

長い受験勉強もいよいよ最後です。悔いの残らぬよう精一杯頑張りましょう！ 
 

家庭でも面接の練習をするといいですよ・・・ 
公立高校入試の面接は、私立とは違い、内容も濃く、時間も長く、じっくりと見られることとなりま

す。「私立はすぐに終わったから･･･」と考えていては絶対にいけません。 

① 志望の動機 （各高校のパンフレットなどを利用する） 

② 高校生活でやりたいこと （特に資格取得などの目的や部活動は重視されることがあります） 

③ 普通科以外の学科（コース）で頑張りたいこと 

など、詳しく聞かれることが予想されます。面接ノートや各高校のパンフレットなどを利用して準備を

し、本番で慌てることのないようにしておきましょう。 

 

受検票と時計は当日（２日間とも）絶対に必要！ 
出願手続き後、受検票を配付してあります。これは当日、皆さん自身を証明するものです。絶対に必

要なものです。２日間ともに必ず持参してください。裏面の「受検上の注意」は要チェックです。 

高校別の打ち合わせを確実に確認すること！ 

高校ごとに違うので要注意です！ 
公立高校の受検は、私立と違い多くの高校へ分かれて受検します。場所、行き方、持ち物など違うこ

とがたくさんあります。一人一人が自分の受検校について責任を持って臨まないといけません。高校別

の打ち合わせを大切にしてください。高校別に配布されたプリントや各高校の「入学志願者心得」は熟

読のこと！！    切符など必要な物は受検前日までに購入しておきましょう！ 


